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九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
中
国
古
賢
に
つ
い
て

周
横
　
山

彦
　
　
文

　
　
裕
　
訳

前
　
　
言

　
九
州
大
学
は
歴
史
あ
る
大
学
で
あ
り
、
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
中
国
戸
籍
も
十
分
に
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
文
学
部
の
書
庫
に

収
蔵
さ
れ
る
も
の
に
就
い
て
論
ず
る
と
、
清
末
以
前
（
西
暦
一
九
一
一
年
を
下
限
と
す
る
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
が
約
千
四
百
部
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

こ
の
う
ち
明
版
は
十
分
の
一
強
、
約
百
四
十
部
あ
っ
て
そ
れ
以
外
は
全
て
清
版
で
あ
る
。

　
文
学
部
の
書
庫
に
は
全
く
宋
元
版
の
書
籍
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
そ
も
そ
も
各
図
書
館
の
機
能
は
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
に
お
い

て
異
な
り
、
ま
た
善
本
古
籍
収
蔵
を
本
来
の
目
的
と
し
な
い
大
学
の
学
部
図
書
館
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
上
記
し
た
数
だ
け
の
明

清
版
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
他
、
古
版
朝
鮮
刻
本
、
和
刻
本
及
び
現
代
の
書
籍
を
併
せ
見
れ
ば
、

九
州
大
学
文
学
部
の
中
国
学
関
係
の
蔵
書
は
洋
々
大
観
た
り
と
称
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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曹
ﾌ
類
別
と
種
類

　
『
四
宝
全
書
総
目
』
の
分
類
法
に
依
っ
て
九
州
大
学
文
学
部
の
中
国
古
籍

は
以
下
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

（
清
末
以
前
の
刊
本
）
を
分
類
す
る
と
、
そ
の
分
類
と
種
類



部
名

類
　
　
　
　
　
名

部
　
数

易

6

書

1
1

詩

2
3

禮

1
3

部
経

春
　
　
秋

7

五
経
総
義

2
7

四
　
　
書

1
2

小
　
　
學

3
7

正
　
　
史

2
7

編
　
　
年

3
0

紀
事
本
末

6

別
　
　
史

2
9

雑
　
　
史

1
8

詔
令
奏
議

1
0

部
史

傳
　
　
記

3
9

史
　
　
紗

1

載
　
　
記

2

時
　
　
令

1

地
　
　
理

卿

職
　
　
官

3

政
　
　
書

2
5

目
　
　
録

4
6

史
　
　
評

7

儒
　
　
家

3
5

兵
　
　
家

4

法
　
　
家

4

馨
　
　
家

1

天
文
算
法

2

部
子

藝
　
　
術

6

譜
　
　
録

4

雑
　
　
家

鵬

類
　
　
書

2
2

小
説
家

2
8

繹
　
　
家

1
0

道
　
　
家

1
3

楚
　
　
僻

9

別
　
　
集

燭

部
集

総
　
　
集

5
7

詩
文
評

1
3

詞
　
　
曲

2
4
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こ
の
分
類
表
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
史
部
の
書
籍
が
計
六
六
一
種
あ
り
最
も
多
く
、
次
い
で
集
部
が
計
二
八
九
種
、
そ
の
次
に
子
部
が
計

二
四
四
種
、
最
も
少
な
い
の
が
経
部
で
＝
二
六
種
有
る
の
み
で
あ
る
。
類
別
に
つ
い
て
言
え
ば
、
地
理
類
の
書
籍
が
最
も
多
く
計
四
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

種
、
次
い
で
集
部
が
計
一
八
六
種
、
そ
の
次
が
雑
家
類
で
計
二
五
種
、
そ
の
他
は
全
て
数
十
種
以
下
で
あ
る
。

三
、
分
類
統
計
表
と
蔵
書
の
特
質
と
の
関
係

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
統
計
表
の
数
字
は
九
州
大
学
文
学
部
の
教
員
及
び
学
生
の
蔵
書
利
用
状
況
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
数
字

か
ら
は
そ
の
実
情
を
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
例
え
ば
、
そ
の
蔵
書
中
最
も
多
く
を
占
め
る
の
は
、
地
理
類
の
地
方
志
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
九
州
大
学
文
学
部
の
教
官
及
び
学
生
が
最
も
よ
く
地
方
志
を
利
用
し
て
い
る
と
は
決
し
て
言
え
ず
、
む
し
ろ
地
方
志
の
研

究
は
九
州
大
学
文
学
部
で
は
盛
ん
で
は
な
い
。
地
方
志
に
記
さ
れ
て
い
る
購
入
年
を
見
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
が
昭
和
元
年
か
ら

昭
和
二
十
年
（
西
暦
一
九
二
六
年
～
一
九
四
五
年
）
の
間
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
ま
た
昭
和
十
年
頃
購
入
さ
れ
た
も
の

が
最
も
多
い
。
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
帝
国
日
本
に
よ
っ
て
中
国
侵
略
が
最
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
購
入
さ
れ
た
地

方
志
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
の
地
理
、
風
土
及
び
民
情
を
理
解
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
軍
閥
に
よ
る
中
国
侵
略
の
手

　
　
　
　
　
　
（
3
）

段
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
地
方
志
収
蔵
は
学
術
的
な
理
由
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
歴
史
的
な
産
物
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
少
な
く
と
も
収
蔵
さ
れ
た
地
方
志
と
文
学
部
各
学
科
の
現
在
の
研
究
分
野
と
は
全
く
関
係
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
分
類
統
計
表
自
体
も
、
九
州
大
学
文
学
部
書
庫
の
蔵
書
の
特
色
を
表
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
中
国
哲
学
史
研
究
室
を
例

に
と
っ
て
み
る
と
、
こ
の
研
究
室
は
夕
明
理
学
研
究
の
重
鎮
で
あ
り
、
か
た
や
研
究
は
先
秦
諸
子
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
分
類
統
計
表
上
に
子
部
や
哲
学
方
面
に
属
す
る
書
籍
を
多
く
見
る
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
忙
中
の
子
部
儒
家
類
の
蔵

書
は
わ
ず
か
に
三
十
五
種
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
雑
家
類
に
百
十
五
種
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
　
『
四
庫
全
書
総
目
』
の
分
類
基
準
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

諸
子
学
の
「
雑
学
之
鵬
」
に
属
す
る
書
籍
は
、
二
十
種
に
も
満
た
な
い
。
こ
れ
だ
け
か
ら
見
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
書
庫
は
上
述
の
学
術
範

疇
の
書
籍
を
あ
ま
り
収
蔵
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
情
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
実
際
、
こ
の
書
庫
に
は
先
皇
諸

子
と
宋
明
理
学
家
の
書
籍
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
研
究
室
の
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
録

一
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分
類
上
は
、
こ
れ
ら
の
書
籍
は
雑
家
類
の
「
雑
編
之
属
」
　
（
即
ち
…
叢
書
）
に
か
く
さ
れ
て
あ
っ
て
、
ま
た
集
部
の
別
集
類
及
び
総
集
上
中

に
同
じ
く
か
く
さ
れ
て
あ
る
。
集
部
別
集
類
を
例
に
取
っ
て
言
え
ば
、
朱
子
の
著
作
だ
け
で
も
七
種
あ
る
。

　
　
晦
庵
先
生
朱
公
文
集
百
巻
績
集
十
巻
別
集
十
巻

　
　
朱
子
文
集
百
巻
績
集
十
一
巻
別
集
十
巻

　
　
晦
庵
先
生
朱
文
公
績
集
十
巻

　
　
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
百
巻

　
　
朱
子
文
集
百
巻
績
集
十
一
巻
別
集
十
巻

　
　
朱
子
全
書
六
十
六
巻

　
　
朱
子
遺
書
十
二
種

王
陽
明
の
著
作
は
九
種
あ
る
。

　
　
陽
明
先
生
文
録
四
巻
詩
録
四
巻

　
　
陽
明
先
生
文
録
五
巻
外
集
九
巻
別
録
十
巻

　
　
王
文
成
公
文
選
八
巻

　
　
陽
明
先
生
正
録
五
巻
別
録
七
巻

　
　
陽
明
先
生
集
要
三
編
三
種
十
五
巻

　
　
王
陽
明
先
生
全
集
二
十
二
巻

　
　
王
陽
明
先
生
文
紗
二
十
巻

　
　
王
陽
明
先
生
全
集
十
六
巻

　
　
王
文
成
公
全
書
三
十
八
巻

明
天
台
四
年
（
一
四
六
〇
）
刊
本

明
嘉
靖
十
一
年
（
一
五
三
二
）
刊
本

明
刊
本

清
康
煕
二
十
七
年
（
一
六
八
八
）
刊
本

清
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
刊
本

清
光
緒
十
年
（
一
八
八
四
）
刊
本

清
刊
本

そ
の
他
の
宋
明
理
学
者
の
著
作
も
ま
た
十
分
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燈
明
理
学
に
関
係
す
る
者
の

文
集
は
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
収
集
は
決
し
て
不
完
全
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
各
部

の
書
籍
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
、
た
だ
目
録
に
よ
っ
て
蔵
書
を
見
た
場
合
、
蔵
書
の
特
色
を
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で

明
嘉
靖
九
年
置
一
五
三
〇
）
刊
本

明
嘉
靖
十
五
年
（
一
五
三
六
）
刊
本

明
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
刊
本

明
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
刊
本

明
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
刊
本

清
康
煕
十
九
年
（
一
六
八
○
）
刊
本

清
康
煕
二
十
八
年
（
一
六
八
九
）
刊
本

清
道
光
六
年
（
一
八
二
六
）
刊
本

清
刊
本

　
　
　
　
集
部
別
集
類
百
八
十
六
種
の
書
籍
中
、

一
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あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
別
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
分
類
統
計
は
目
録
学
の
正
統
な
手
法
に
よ
っ
て
九
州
大
学
文
学
部
書
庫
の
蔵
書
を
分

類
し
、
か
つ
数
的
な
資
料
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
漢
学
研
究
者
は
九
州
大
学
文
学
部
の
漢
籍
蔵
書
の
類
別
と
種

類
数
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
れ
に
各
書
の
版
本
記
録
を
付
記
す
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
に
完
成
さ
れ
た
研
究
基

本
資
料
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

四
、
版
本
の
価
値
判
別
の
基
準

　
こ
の
書
庫
の
中
国
古
籍
は
清
版
が
主
で
九
割
を
占
め
、
残
り
の
一
割
を
明
版
が
占
め
る
。
一
般
的
な
版
本
の
価
値
判
別
基
準
か
ら
す
れ

ば
、
宋
元
版
本
が
善
本
で
あ
り
、
明
清
版
は
そ
の
下
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
俵
宋
癖
元
の
価
値
基
準
で
あ
り
、
多
く
は
骨
董
的
な
価

値
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
決
し
て
学
術
的
な
価
値
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
骨
董
的
な
価
値
は
時
間
に
よ
る
が
、
学

術
的
価
値
は
そ
の
内
容
に
よ
る
。
校
勘
が
精
選
で
収
録
の
完
壁
な
明
清
版
本
は
、
誰
誤
・
残
欠
が
多
く
不
完
全
な
宋
元
版
本
よ
り
当
然
価

値
は
高
い
。
ま
た
、
そ
の
時
代
の
人
の
刻
梓
や
著
作
は
後
世
の
者
が
前
代
の
者
の
著
作
を
刻
摩
し
た
も
の
よ
り
も
、
当
然
よ
り
原
著
に
近

く
価
値
も
高
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
論
ず
れ
ば
、
こ
の
書
庫
の
蔵
書
の
価
値
は
宋
元
版
の
有
無
に
よ
っ
て
決
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ
る
明

清
版
本
の
内
容
か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
書
庫
の
明
版
本
は
明
人
の
著
し
た
或
い
は
編
集
し
た
詩
文
集
が
最
も
多
い
。
た

だ
、
九
州
大
学
が
こ
れ
ら
の
詩
文
集
を
購
入
す
る
際
に
は
や
は
り
明
代
の
理
学
家
を
主
な
対
象
と
し
て
い
る
。
も
し
こ
れ
ら
を
類
別
す
れ

ば
、
多
く
は
子
部
儒
家
類
、
集
部
別
類
、
集
部
総
集
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
清
版
に
つ
い
て
見
る
と
、
清
人
の
詩
文
別
集
、
総
集
及
び

清
人
の
編
集
し
た
叢
書
が
主
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
明
ら
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
図
書
購
入
に
際
し
て
文
学
部
が
頗
る
宋
明
理
学
と
文
学

の
発
展
と
に
重
点
を
置
い
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
、
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ
る
聖
母
本
中
三
分
の
一
が
宋
明
理
学
に
関
す
る
書
籍

で
あ
り
、
収
蔵
さ
れ
る
版
本
の
学
術
的
価
値
に
つ
い
て
論
ず
れ
ば
、
頗
る
特
色
の
あ
る
収
蔵
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
例
を
挙
げ
て
言
え
ば
、
前
節
で
述
べ
た
王
陽
明
の
著
作
中
、
二
部
が
明
代
嘉
靖
版
の
刊
本
で
あ
る
。
こ
の
他
、
著
作
さ
れ
た
時
代
と
あ

一
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ま
り
隔
た
り
の
な
い
明
版
及
び
明
人
の
著
作
は
、
集
部
の
中
に
は
以
下
の
如
く
あ
る
。

　
　
篁
邦
程
先
生
文
集
九
十
三
日
半
集
二
巻
雑
著
十
巻
別
集
二
巻
　
程
敏
政
撰

　
　
甘
泉
先
生
文
録
選
二
十
一
巻
湛
若
水
撰

　
　
醤
梓
渓
集
十
巻
　
野
券
撰

　
　
碕
野
先
生
文
集
三
十
六
巻
　
呂
栴
撰

　
　
欧
陽
南
野
先
生
文
集
三
十
巻
　
欧
陽
冬
営

　
　
念
庵
羅
先
生
文
集
十
三
巻
　
羅
毛
先
撰

　
　
真
州
山
人
四
部
稿
百
七
十
四
巻
　
王
世
貞
心

　
　
李
氏
焚
書
六
巻
　
李
賛
撰

子
部
の
中
に
は
以
下
の
如
く
あ
る
。

　
　
初
潭
集
二
十
八
巻
　
李
賛
撰

　
　
醒
世
恒
四
十
巻
　
漏
夢
龍
撰

　
　
五
三
小
説
三
百
五
十
七
巻
　
漏
夢
龍
編

　
　
古
今
奇
観
四
十
巻
　
抱
甕
老
人
編

　
　
又
一
部
．

　
　
龍
圖
公
案
十
巻
　
陶
三
元
撰

　
　
忠
義
水
回
全
書
百
二
十
巻
　
李
賛
評
黙

こ
の
他
に
も
、
明
代
の
地
方
誌
に
、

（
も
と
は
明
代
の
内
府
典
蔵
の
大
明
會
典
の
残
本
）

り
、
均
し
く
珍
重
に
値
す
る
版
本
で
あ
る
。

嘉
靖
八
年
（
一

嘉
靖
三
十
二
年

嘉
靖
三
十
四
年

嘉
靖
三
十
七
年

嘉
靖
四
十
三
年

萬
暦
五
年
（
一

萬
暦
間
刊
本

　
　
正
徳
二
年
（
一
五
〇
七
）

五
二
九
）
刊
本

（
一

ﾜ
五
三
）
刊
本

（
一

ﾜ
五
五
）
刊
本

（
一

ﾜ
五
八
）
刊
本

（
一

ﾜ
六
四
）
刊
本

五
七
七
）
世
経
堂
刊
本

刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
塁
間
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
啓
七
年
（
一
六
二
七
）
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
末
幽
遠
堂
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
末
同
文
堂
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯
革
金
谷
園
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
末
金
三
種
書
堂
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
末
巻
本

天
下
一
統
志
九
十
巻
、
恩
県
志
六
巻
、
華
陰
県
志
九
巻
等
が
あ
り
、
ま
た
萬
暦
間
の
司
礼
監
の
刊
本

　
　
　
　
　
　
や
萬
暦
四
十
年
（
一
六
＝
一
）
吟
興
平
氏
刊
五
色
套
印
本
の
文
墨
離
龍
四
巻
等
が
あ
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五
、
結

語

　
九
州
大
学
文
学
部
書
庫
は
開
架
式
を
採
用
し
て
お
り
教
官
及
び
学
生
の
閲
覧
借
り
だ
し
が
頗
る
多
く
、
そ
の
た
め
漢
籍
数
の
完
全
に
正

確
な
統
計
を
取
る
こ
と
は
困
難
窮
り
な
い
事
で
あ
っ
た
。
た
だ
校
外
用
の
目
録
が
ま
だ
な
い
こ
と
か
ら
九
大
関
係
者
以
外
で
こ
の
書
庫
を

詳
し
く
知
る
者
は
少
な
く
漢
学
研
究
の
公
器
と
し
て
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
半
年
の
時
間
を
費

や
し
、
文
学
部
書
庫
の
蔵
書
目
録
及
び
明
版
図
録
各
一
部
を
完
成
さ
せ
た
。
何
と
か
し
て
出
版
し
世
に
出
し
、
国
内
外
の
漢
学
界
に
稗
益

せ
ん
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
筆
者
は
、
一
九
九
二
年
八
月
か
ら
一
九
九
三
年
二
月
ま
で
、
　
「
財
団
法
人
よ
か
ト
ピ
ア
記
念
国
際
財
団
外
国
人
招
へ
い
研
究
者
」
と
し

て
、
九
州
大
学
文
学
部
で
研
究
を
行
っ
た
。
こ
の
半
年
間
の
研
究
中
、
中
国
哲
学
史
研
究
室
の
町
田
三
郎
先
生
、
柴
田
篤
先
生
、
教
養
部

の
福
田
殖
先
生
を
は
じ
め
、
職
員
・
学
生
の
諸
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

［
注
］（

1
）
　
此
処
に
記
す
統
計
数
は
、
西
暦
一
九
九
二
年
九
月
～
一
九
九
三
年
二
月
に
筆
者
が
九
州
大
学
文
学
部
書
庫
に
お
い
て
実
際
に
見
た
書
籍
の
数
に
限
る
。

　
　
九
州
大
学
文
学
部
書
庫
は
一
部
の
貴
重
書
以
外
は
開
放
さ
れ
て
お
り
借
り
出
し
自
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
期
間
中
に
見
る
こ
と
の
出
来
な

　
　
か
っ
た
書
籍
も
あ
り
、
実
際
の
蔵
書
数
は
こ
れ
よ
り
若
干
多
い
。

（
2
）
　
こ
の
表
に
記
す
種
類
数
は
全
て
重
複
す
る
書
籍
は
除
い
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
数
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
重
複
と
は
同

　
　
版
本
の
同
一
書
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
版
本
が
異
な
れ
ば
分
類
し
て
数
に
加
え
た
。

（
3
）
　
こ
の
史
実
の
例
証
は
数
多
く
あ
り
、
例
え
ば
、
台
北
市
の
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
約
千
種
の
地
方
志
は
抗
日
戦
争
終
結
時
に
交
通

　
　
部
が
日
本
軍
よ
り
接
収
し
た
も
の
で
、
国
防
研
究
院
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

（
4
）
　
こ
の
書
の
子
部
雑
家
類
は
さ
ら
に
雑
学
、
雑
考
、
雑
説
、
雑
贔
、
雑
纂
、
晶
帯
に
分
か
れ
、
そ
の
中
で
「
諸
子
之
學
」
は
雑
学
に
属
す
。
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